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Weak Acid Hypochlorous Solution (WAHS) has been used for disinfection of foods (meats, vegetables etc.), 
and for environmental disinfection in the Retirement homes, Hospitals and Laboratory Animal facilities. We will 
introduce here some of environmental disinfection tests. 1) To study whether WAHS is available or not for blood 
blot inoculated by Acinetobacter baumannii on the plate comparing with Sodium Hypochlorite. 2) Comparison of 
Ethanol and WAHS on the floor and handrail. 3) To study efficacy of shallowly dipping by WAHS on wagon 
caster inoculated by Staphylococcus aureus.  
The results are: 1) It was observed that WAHS had an efficacy equal to Hypochlorite with lower concentration 
in the blood test, but in case that the adhesion amount of blood was larger, much higher concentration or adding 
physical removal was needed. 2) Ethanol and WAHS had Equivalent efficacy on the test of floor and handrail. 3) 
It was suggested that shallowly dipping by WAHS was available for disinfection of wagon caster. We hope to 





































殺菌効果の１例を（表 1）に示します。   
 
















 （表 1） pH の違いによる殺菌効果の 1 例  
 
 
(図 2) 次亜塩素酸ナトリウムとの違いの１例 
                                                   
3）物性 
・無色透明、無臭の液体 
・有効成分の化学式 HClO (分子量 52.5） 
・他に含まれる微小成分 NaCl、NaClO、及び 
水道水由来の化学成分（水道水で調整した場合） 



























・有効塩素濃度（FAC.と略す）200, 1000, 5000ppm     





















（図 3、図 4）に示します。※は検出限界（1CFU）  
以下を示します。 
 
      （図 3）ふき取り処理による生残菌数  
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て、ふき取り回数を 2 回（被検液 2ｍL をしみこ 
ませた紙ウエスを 2 枚使用）行った場合の結果を
（図 5）に示します。 














 被検液 2mL を含ませた不織布（キムワイプ、日 
本製紙クレシア）を用いて、手すり、床を 10cm 
四方 100cm2 の区画に区切り、それぞれ異なる 5 
か所の区画で 1回の清拭を行った。清拭後、風乾 
した後、滅菌綿棒で区画をふき取り、滅菌生理食 
塩水に縣濁して 10 倍段階希釈法にて標準寒天培 
地（ニッスイ）に塗沫し 37℃、48 時間培養して 
一般生菌数を測定した。試みとして弱酸性次亜塩 
素酸水溶液では、1 回目ふき取ったものと同じウ 





(図 6) 手すり、床の清拭処理後の生残菌数 
  
  消毒用エタノールと弱酸性次亜塩素酸水溶液 
に よ る 清 拭 の 消 毒 効 果 は 同 等 で し た 。 
 消毒用エタノールの清拭でも一般生菌が残存 
することに注意する必要があると考えられます。 









 被検液は弱酸性次亜塩素酸水溶液 FAC.50ppm, 
pH6.2、及び水道水を用いた。対照は無処理とした。 
 ワゴンキャスターは半径 20mm 車幅 25mm 及
び 10mm の未使用と、使用中の 2 種を用いた。あ




いたものを検体とした。被検液 500ｍL を 250mm
×175mm プラスチックトレイに入れ水深を 4mm
として、1 回転 2 秒の速さで未使用キャスターは
検体を 1 回転、使用中キャスターは 2 回転接液さ
せた。それぞれ風乾の後、キャスター表面全体を
滅菌綿棒でふき取り、生残菌を採取した。 




 未使用のキャスターで 1 回転、使用中のキャス





















靴底殺菌槽についての実験では 1 回転、2 回転
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